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今年度（2018 年度）、教職課程には昨年度限
りで退職の高橋喜代治特任教授の後任として青
木猛正特任准教授が着任した。青木准教授は本
学数学科 OB で特別支援校を含め管理職経験も
あり、次年度からはじまる新カリキュラムで新
設の特別支援に関する科目等の開設準備に尽力
している。そして、逸見敏郎教授が春学期で研
究休暇期間を終え秋学期に復帰し、2014 年度
の秋学期（当時は後期）以来、4 年ぶりに教員
6 名体制の課程運営となった。
共同担当授業の履修者を登録者で見ると、「教
育実習」175 名（経営・現代心理の 2 学部は
おそらく最終履修学生計 3 名）、「同事前指導」
211 名、「（各）教科教育法演習 2」226 名、「特
別活動の理論と方法」308 名で延べ 920 名。決
して少なくはない履修者数であるが、今年度
はっきりと顕在化した特徴として教育実習履修
者の激減（前年度比 61 名、約 25％減）があげ
られる。これは本学に特有のことではなく全国
的に話題となっている現象で、所謂「就活の後
ろ倒し」の影響が大きな要因と考えられる。ド
タキャンがよくないことはわかりきっている
が、さりとて進路を絞り込むことは難しい。そ
んな履修学生たちが前年度の段階で辞退をする
傾向が強くなって来ている。
履修者数の増減自体は、これまでも見かけ上
の景気動向により見られたことではあるが、少
子高齢化、人口減少が明白な日本国の現状で、
しかも、マス・メディアよりもソーシャルメディ
アの効果により、ようやく教員の尋常ではない
多忙が問題化され、一向に改善策が見えないな
かでは、教職課程の履修者減少傾向が続くと予
想される。
しかし、自分では選び切れない、選びようも
ない時代状況がどうであれ、多忙でも懸命にサ
ポートしてくれた教師たちに憧れ、夢に向かっ
て互いに学び続ける履修学生たちには、実に切
なく、また清々しい思いを抱かせられる。いつ
も新鮮な学びとなる。
教員 6 名体制にも関わらず、今年度は新カ
リへの対応、新組織（全学教員養成会議）、両
キャンパスでの実習系科目サポート体制の模索
等、学内外の諸事情により、キャリア支援活動
や FD 活動（年間 23 回の課程会議）が例年に
比べ限定された。ただ、限定はされたが、模擬
面接セミナー（8 月 1 日）、採用試験合格者・
内定者と教職希望履修者が交流する教職懇談会
（12 月 19 日）、「教職実践演習」担当者連絡会（1
月 23 日）、科目担当兼任講師の方々との懇談会
（同日）、そして関係校（立教池袋中高、立教新
座中高、香蘭女学校）との懇談会（3 月 5 日）
等のいずれも活発な意見交換、協議を重ねる充
実した機会であった。
企業社会、学校現場の「ゆとり」が次第に失
われ、若い世代へのハラスメントに無自覚な現
状が残念ながら否めない。教職課程とてこれを
他山の石と言える状況でもないかもしれず、負
のスパイラルに陥らないよう、より丁寧に若い
世代に向きあって行く必要がある。あらためて
そう自覚させられる一年であった。
（ 教職課程主任　下地秀樹 ）
